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三
百
余
名
が
参
列

本
学
の
創
立
一
〇
七
周
年
記
念
式
典
は
、
六
月
一
日
の
創

立
記
念
日
に
東
京
富
士
見
で
挙
行
さ
れ
た
。
メ
リ
ー
ラ
ン

ド
大
学
歯
学
部
長
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ス
ト
ー
ラ
ー
教
授

へ
の
名
誉
博
士
号
授
与
式
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。

余
名
が
参
列
し
て
、
生
命
歯

学
部
富
士
見
ホ
ー
ル
に
お
い

て
挙
式
さ
れ
た
。

　
定
刻
午
前
十
時
半
、
司
会

　
日
本
歯
科
大
学
創
立

一
〇
七
周
年
記
念
式
典
は
、

六
月
一
日
、
来
賓
、
教
職

員
、
卒
業
生
、
学
生
等
三
百

の
米
沢
登
事
務
部
長
が
開
式

を
宣
し
、
筑
土
神
社
祭
司
が

神
事
を
執
り
行
っ
た
。

　
本
学
の
一
世
紀
余
の
沿
革

が
祝
詞
で
奏
上
さ
れ
た
の
ち

玉
串
奉
奠
に
移
り
、
中
原
泉

理
事
長
・
学
長
が
ホ
ー
ル
壇

上
に
設
け
ら
れ
た
神
前
に
進

み
出
て
玉
串
を
奉
奠
。
参
列

者
は
二
礼
二
拍
手
一
礼
を

も
っ
て
同
拝
し
た
。

　
参
列
者
を
代
表
し
て
、
中

原
レ
チ
子
、沼
部
幸
博
、藤
井

一
維
、
湯
浅
太
郎
各
理
事
が

お
の
お
の
玉
串
を
捧
げ
た
。

　
神
職
の
退
場
の
あ
と
、中
原

理
事
長
は
本
学
創
立
一
〇
七

周
年
を
迎
え
、式
辞
を
述
べ
た

（
要
旨
は
二
面
に
掲
載
）。

　
つ
い
で
近
藤
勝
洪
校
友
会

長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
一
週

間
前
の
五
月
二
十
五
日
に
校

友
会
の
定
時
総
会
で
、
校
友

会
長
と
し
て
再
選
さ
れ
た
。

あ
と
三
年
た
つ
と
一
一
〇
年

と
い
う
節
目
と
な
る
。
総
会

で
は
、
母
校
日
本
歯
科
大
学

の
一
一
〇
周
年
に
対
し
て
校

友
会
と
し
て
事
業
を
行
う
こ

と
に
つ
い
て
承
認
を
得
た
。

ま
た
昨
年
か
ら
中
原
市
五
郎

先
生
の
伝
記
編
纂
委
員
会
を

立
ち
上
げ
た
。
大
学
側
の
全

面
的
な
協
力
を
得
な
が
ら
、

歴
史
に
残
る
伝
記
を
発
刊
す

る
予
定
で
あ
る
。
校
友
会
は

母
校
の
限
り
な
い
発
展
を
願

い
、
と
も
に
歩
ん
で
い
く
こ

　
平
成
二
十
四
年
度
ベ
ス
ト
テ
ィ

チ
ャ
ー
賞
に
、
小
林
隆
太
郎
教
授

（
附
属
病
院
口
腔
外
科
）
と
影
山

幾
男
教
授
（
新
潟
生
命
歯
学
部
解

剖
学
第
一
講
座
）
が
受
賞
し
、
六

月
一
日
の
創
立
記
念
式
典
で
表
彰

さ
れ
た
。
両
学
部
の
ベ
ス
ト
レ
ク

チ
ャ
ー
賞
の
三
年
間
の
受
賞
者
か

ら
、
一
名
づ
つ
選
ば
れ
た
。

☆
平
成
二
十
四
年
度
ベ
ス
ト
レ
ク

チ
ャ
ー
賞
受
賞
者

〈
生
命
歯
学
部
〉

○
医
療
管
理
学
（
一
年
前
期
）

と
を
誓
い
、
挨
拶
に
代
え
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
つ
づ
い
て
名
誉
博
士
号
授

与
式
に
う
つ
り
、
中
原
学
長

が
「
一
〇
〇
周
年
の
式
典
に
ス

ト
ー
ラ
ー
先
生
を
来
賓
と
し

て
お
迎
え
し
た
。
姉
妹
校
の

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
歯
学
部

長
で
あ
る
。
同
大
学
の
前
身

は
、
世
界
で
最
初
の
ボ
ル
チ

モ
ア
歯
科
医
学
校
で
あ
る
。

創
立
者
の
中
原
市
五
郎
先
生

は
、
一
九
一
五
年
に
こ
の
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
か
ら
名
誉

博
士
の
称
号
を
い
た
だ
い
た
。

　
ス
ト
ー
ラ
ー
先
生
は
、
本

学
の
姉
妹
校
で
も
あ
る
ベ
ル

ン
大
学
歯
学
部
を
卒
業
さ
れ

た
。ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
助
教

授
を
さ
れ
、二
〇
〇
三
年
に
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
の
歯
学
部

長
に
就
任
さ
れ
、
現
在
十
二

年
務
め
て
い
る
。た
い
へ
ん
な

英
才
で
あ
る
。
奥
様
も
同
じ

く
ベ
ル
ン
大
学
歯
学
部
の
同

級
生
だ
。そ
の
世
界
で
最
初

の
歯
科
医
学
校
の
歯
学
部
長

に
、
本
学
の
第
十
六
号
の
名

誉
博
士
号
を
贈
呈
し
た
い
」

と
述
べ
、日
本
語
と
英
語
で
記

し
た
学
位
記
を
手
渡
し
た
。

　
つ
づ
い
て
ス
ト
ー
ラ
ー
名

誉
博
士
が
、
志
賀
博
教
授

（
生
命
歯
学
部
補
綴
学
第
一

シ
ッ
プ
を
育
ん
で
き
た
こ
と

に
直
接
立
ち
会
い
、
貴
学
の

建
学
の
精
神
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
日
本
歯
科
大
学
は

世
界
最
大
の
歯
科
医
育
機
関

で
あ
り
、
そ
の
大
学
か
ら
名

誉
学
位
の
授
与
を
認
め
ら
れ

た
こ
と
を
光
栄
に
思
う
。」

　
そ
し
て
ベ
ス
ト
・
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
賞
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
生
命
歯
学
部
の
小
林
隆

太
郎
教
授
と
、
新
潟
生
命
歯

学
部
の
影
山
幾
男
教
授
に
表

彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
つ
い
で
永
年
勤
続
者
表

彰
に
う
つ
り
、
三
十
年
勤
続

影山教授（新潟） 小林教授（東京）

～Best～ティーチャー賞

最大の歯科大学として創立107周年を迎え、喜びを語る中原泉理事長

学位記を手にするストーラー名誉博士を中央に
ベルン大学同級生のストーラー夫人、中原学長

講
座
）
の
通
訳
に
よ
り
、
御

礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　「
私
は
日
本
歯
科
大
学
か

ら
、
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ

れ
た
こ
と
に
感
激
し
て
い

る
。
こ
の
比
類
な
い
表
彰

は
、
私
の
学
究
生
活
で
知
り

合
っ
た
日
本
歯
科
大
学
の

方
々
と
の
友
情
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
。

　
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
は
、

一
九
一
五
年
に
立
派
な
臨
床

医
で
か
つ
研
究
者
で
あ
る
中

原
市
五
郎
先
生
に
名
誉
学
位

を
贈
っ
た
。
貴
学
と
は
深
い

関
係
が
あ
り
、
ま
た
長
年
の

友
人
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
貴
学
創
立
一
〇
〇
周
年
に

お
招
き
い
た
だ
い
た
折
、
中

原
家
が
三
世
代
に
わ
た
り
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
リ
ー
ダ
ー

小
林
隆
太
郎
（
口
腔
外
科
教
授
）

○
先
端
歯
科
医
療
（
二
年
後
期
）

中
原
　
貴
（
発
生
・
再
生
医
科
学

教
授
）

○
総
合
基
礎
歯
学
（
四
年
後
期
）

宮
坂
　
平
（
歯
科
理
工
学
教
授
）

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

○
解
剖
学
（
二
年
後
期
）

影
山
幾
男
（
解
剖
学
Ⅰ
教
授
）

○
保
存
修
復
学
（
六
年
後
期
）

鈴
木
雅
也（
歯
科
保
存
学
Ⅱ
講
師
）

○
ヒ
ト
の
一
生
（
一
年
後
期
）

関
本
恒
夫
（
小
児
歯
科
教
授
）

十
七
名
、
二
十

年
勤
続
十
九
名

の
氏
名
が
読
み

上
げ
ら
れ
て
登

壇
し
、
中
原
理

事
長
か
ら
代
表

に
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
た
。
表

彰
者
を
代
表
し

て
、
羽
村
章
教

授（
生
命
歯
学

部
長
・
高
齢
者

歯

科

学
）
は
、

「
私
た
ち
は
歴

史
あ
る
日
本
歯

科
大
学
で
仕
事
が
で
き
本
当

に
幸
せ
だ
と
思
う
。
こ
れ
か

ら
も
全
教
職
員
が
誇
り
を

も
っ
て
働
け
る
職
場
で
あ
る

よ
う
、
そ
し
て
全
学
生
た
ち

が
誇
り
を
も
つ
学
校
で
あ
る

よ
う
、
さ
ら
に
本
学
で
働
き

学
び
た
い
と
い
う
全
て
の
人

た
ち
に
、
歴
史
と
誇
り
あ
る

本
学
の
魅
力
を
伝
え
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
お
わ
り
に
参
列
者
全
員
で

校
歌
を
斉
唱
し
、
十
一
時

五
十
分
に
閉
式
し
た
。

◁
永
年
勤
続
者
表
彰
、
謝
辞

を
述
べ
る
羽
村
歯
学
部
長
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退任教授の最終記念講義
白川・佐藤教授（東京）下村・芳野教授（新潟）

ファイナル Best レクチャー !
白
川
正
順
教
授（
附
属

病
院
口
腔
外
科
）

下
村
浩
巳
教
授

（
新
潟
生

芳
野
昇
教
授（
新
潟
生

命
歯
学
部
ド
イ
ツ

☆
三
十
年
勤
続
表
彰

（
生
命
歯
学
部
）

羽
村
　
章
（
高
齢
者
歯
科
学
）

代
居
　
敬
（
歯
科
放
射
線
学
）

橋
本
修
一
（
共
同
利
用
研
）

金
子
登
志
江
（
人
事
部
）

（
附
属
病
院
）

武
井
正
己
（
歯
科
技
工
室
）

小
林
邦
枝
（
歯
科
衛
生
士
室
）

柳
井
和
枝
（
歯
科
衛
生
士
室
）

渡
部
裕
子
（
歯
科
衛
生
士
室
）

（
新
潟
生
命
歯
学
部
）

小
出
　
馨
（
歯
科
補
綴
学
Ⅰ
）

本
宮
由
比
子
（
庶
務
部
）

（
新
潟
病
院
）

永
田
和
裕
（
総
合
診
療
科
）

宮
島
孝
子
（
看
護
科
）

松
岡
恵
理
子
（
歯
科
衛
生
科
）

石
原
正
道
先
生
（
57
回
）

写
真
集
を
出
版

「
食
べ
る
を
支
え
る
」

研
修
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
東
京
の
石
原
正
道
先
生

は
、
こ
の
ほ
ど
新
作
の
写
真

集
『
叢
（
く
さ
む
ら
）
Ｋ
Ｕ

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
』
を
日
本
写

真
企
画
か
ら
刊
行
し
た
。

　
石
原
先
生
は
本
学
五
十
七

回
卒
業
で
、
東
京
都
日
野
市

開
業
。
か
た
わ
ら
二
科
会
写

真
部
の
東
京
支
部
長
な
ど
を

務
め
る
。

　
一
昨
年
に
は
写
真
集
『
Ａ

Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
　
Ｓ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
』
を
出

版
し
、
本
年
五
月
に
写
真
集

『
叢
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
個

展
を
新
宿
で
開
催
し
た
。

　
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
、
五
月
二
十
八
日
と
九
月

二
十
四
日
の
午
後
七
時
か

ら
、
摂
食
・
嚥
下
研
修
会
「
食

べ
る
を
支
え
る
」
を
開
催
し

た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
医
療
・

介
護
専
門
職
向
け
に
、
摂
食
・

　
日
本
歯
科
大
学
新
潟
短

期
大
学
（
又
賀
泉
学
長
）

で
は
、
平
成
二
十
六
年
度

（
二
〇
一
四
年
度
）
よ
り
、

従
来
の
専
攻
科
歯
科
衛
生
学

専
攻
コ
ー
ス
に
加
え
、「
専

攻
科
在
宅
歯
科
医
療
学
」
と

「
専
攻
科
が
ん
関
連
口
腔
ケ

ア
」
の
専
攻
コ
ー
ス
を
新
設

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
定
員
は
両
コ
ー
ス
と
も
三

名
で
、
修
業
年
限
は
一
年
。

履
修
単
位
十
九
・
五
単
位
の
う

ち
、
歯
科
訪
問
診
療
や
急
性

期
病
院
で
の
病
棟
・
外
来
で

の
臨
床
・
臨
地
実
習
は
各
十

単
位
、
四
五
○
時
間
を
予
定

し
て
い
る
。
出
願
資
格
は
短

期
大
学
卒
業
・
卒
業
見
込
み

の
者
等
で
、
歯
科
衛
生
士
資

格
を
有
す
る
か
、
見
込
み
の

者
。
入
学
希
望
者
に
は
、
本

年
十
一
月
二
十
一
日
に
新
潟

短
期
大
学
で
選
考
を
行
う
。

永
年
勤
続
者

佐
藤
田
鶴
子
教
授
（
生

命
歯
学
部
口
腔
外

　
十
年
ほ
ど
前
に
文
部
科
学

省
が
規
制
緩
和
を
行
っ
た
と

き
、
大
学
は
特
色
を
出
せ
、

特
徴
を
持
て
と
言
っ
た
。
そ

こ
で
一
〇
〇
周
年
の
年
に
、

歯
科
大
学
と
し
て
は
世
界
最

大
で
あ
る
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
打
ち
出
し
た
。
そ
う
し

た
ら
内
外
か
ら
大
げ
さ
な
こ

と
を
言
う
な
、
嘘
を
つ
く
な

と
い
う
声
を
沢
山
い
た
だ
い

た
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
日
本
歯

科
大
学
に
は
、
日
本
歯
科
大

学
、
東
京
短
期
大
学
、
新
潟

の
最
終
記
念
講
義「
口
腔
外

科
と
の
42
年
―
医
学
と
歯

学
の
融
和
を
目
指
し
て
―
」

は
、
六
月
二
十
日
午
後
五
時

四
十
五
分
か
ら
九
段
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

　
白
川
教
授
は
昭
和
四
十
七

年
本
学
卒
業
（
第
六
十
一
回

卒
）。
同
年
十
月
東
京
慈
恵

科
学
講
座
）
の
最
終
記
念
講

会
医
科
大
学
歯
科
学
教
室
助

手
、
講
師
、
助
教
授
を
経

て
、
平
成
八
年
一
月
、
本
学

歯
学
部
口
腔
外
科
学
教
室
第

一
講
座
教
授
に
就
任
。
附
属

病
院
総
合
診
療
科
、
口
腔
外

科
教
授
を
つ
と
め
た
。

白川教授の講演に聞き入る聴講者

△熱弁をふるう下村教授

義
「
口
腔
外
科
学
　
広
く
そ

し
て
長
い
道
」
は
、
七
月
三

日
午
後
五
時
半
か
ら
九
段

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
佐
藤
教
授
は
昭
和
四
十
三

年
本
学
卒
業
（
第
五
十
七
回

卒
）。
同
年
六
月
歯
学
部
口

腔
外
科
学
教
室
第
一
講
座
助

手
、
講
師
、
助
教
授
を
経

て
、
平
成
十
三
年
一
月
口
腔

外
科
学
教
室
教
授
に
就
任
。

大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科
長

な
ど
を
歴
任
し
た
。

命
歯
学
部
生
化
学
講

座
）
の
「
有
機
合
成

を
チ
ョ
ッ
ピ
リ
、
生

化
学
を
少
々
」は
、七

月
十
二
日
午
後
四
時

よ
り
ア
イ
ヴ
イ
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
下
村
教
授
は
昭

和
四
十
二
年
東
北
大

学
医
学
部
薬
学
科

卒
業
、
四
十
四
年
同

大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科

修
了
。五
十
五
年
本
学
新
潟

歯
学
部
口
腔
生
化
学
教
室
講

師
、助
教
授
を
経
て
、平
成
三

年
四
月
教
授
に
就
任
。
学
生

部
長
、先
端
研
究
セ
ン
タ
ー
所

長
、大
学
院
新
潟
生
命
歯
学

研
究
科
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

語
）の
最
終
記
念
講
義「
カ
フ

カ『
城
』
と
ド
イ
ツ
語
教
育

を
め
ぐ
る
28
年
」
は
、
八
月

二
十
九
日
午
後
四
時
半
か
ら

ア
イ
ヴ
イ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

　
芳
野
教
授
は
昭
和
四
十
三

年
新
潟
大
学
人
文
学
部
卒

業
、
四
十
五
年
立
教
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
修
了
。

六
十
年
四
月
本
学
新
潟
歯
学

部
助
教
授
を
経
て
、
平
成
元

年
四
月
教
授
に
就
任
し
た
。

（
写
真
上
・
カ
フ
カ
研
究
の

第
一
人
者
芳
野
教
授
の
最
終

記
念
講
義
）

（
東
京
短
期
大
学
）

上
野
隆
治
（
歯
科
技
工
学
科
）

雲
野
泰
史
（
歯
科
技
工
学
科
）

市
川
順
子
（
歯
科
衛
生
学
科
）

（
新
潟
短
期
大
学
）

熊
木
由
美
子
（
事
務
部
）

☆
二
十
年
勤
続
表
彰

（
生
命
歯
学
部
）

新
井
一
仁
（
歯
科
矯
正
学
）

（
附
属
病
院
）

柳
下
寿
郎（
放
射
線
・
病
理

診
断
科
）

矢
島
知
美
（
臨
床
検
査
室
）

熊
田
直
子
（
歯
科
衛
生
士
室
）

秋
山
純
子
（
看
護
部
）

住
吉
由
紀
子
（
事
務
部
）

（
新
潟
生
命
歯
学
部
）

影
山
幾
男
（
解
剖
学
Ⅰ
）

小
松
﨑

明
（
衛
生
学
）

五
十
嵐
文
雄（
耳
鼻
咽
喉
科
学
）

山
田
麻
里
子
（
用
度
営
繕
部
）

飯
田
　
新
（
用
度
営
繕
部
）

（
新
潟
病
院
）

宇
野
清
博
（
総
合
診
療
科
）

佐
々
木
善
彦
（
放
射
線
科
）

小
林
裕
子
（
看
護
科
）

田
中
伸
枝
（
看
護
科
）

渡
部
麻
紀
（
看
護
科
）

岩
嶋
秀
明
（
歯
科
技
工
科
）

（
東
京
短
期
大
学
）

富
田
　
淳
（
歯
科
技
工
学
科
）

印
出
光
宏
（
事
務
室
）

世
界
最
大
の
歯
科
大
学

新
潟
短
大
、専
攻
科
２
コ
ー
ス
新
設

在

宅

歯

科

医

療

が
ん
関
連
口
腔
ケ
ア

専
門
の
歯
科
衛
生
士
養
成
へ

在
宅
歯
科
医
療
学
専
攻

　
要
介
護
高
齢
者
に
対
す
る

口
腔
衛
生
管
理
に
よ
り
、
嚥

下
性
肺
炎
の
発
症
率
が
減
少

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
要
介
護
高
齢
者

の
七
十
四
％
に
お
い
て
歯
科

治
療
が
必
要
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
実
際
に
歯
科
治

療
を
受
け
た
者
は
二
十
七
％

に
過
ぎ
な
い
状
況
に
あ
る
と

い
う
調
査
結
果
が
あ
り
、
要

介
護
高
齢
者
に
対
す
る
訪
問

歯
科
診
療
の
必
要
性
が
叫
ば

れ
て
い
る
。

　
日
本
歯
科
大
学
新
潟
病
院

で
は
一
九
八
七
年
か
ら
地
域

の
要
請
に
よ
り
、
大
学
で
は

初
め
て
在
宅
歯
科
往
診
ケ
ア

チ
ー
ム
を
設
立
し
、
歯
科
訪

問
診
療
を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
歯
科
衛
生
士

は
、
在
宅
歯
科
医
療
に
お
け

る
安
全
で
高
度
な
歯
科
医

療
の
提
供
に
必
要
な
知
識
は

も
と
よ
り
、
専
門
的
口
腔
衛

生
の
管
理
、
咀
嚼
機
能
の
向

上
、
筋
機
能
訓
練
、
摂
食
・

嚥
下
機
能
の
獲
得
な
ど
の
専

門
的
知
識
・
技
能
・
態
度
の

習
得
が
必
要
で
あ
る
。
歯
科

衛
生
士
の
在
宅
歯
科
医
療
業

務
を
臨
床
の
場
で
学
ぶ
こ
と

に
よ
り
、
歯
科
訪
問
診
療
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

が
ん
関
連
口
腔
ケ
ア
専
攻

　
近
年
、
が
ん
治
療
の
現
場

で
は
、
が
ん
患
者
の
劣
悪
な

口
腔
環
境
が
関
連
し
た
様
々

な
合
併
症
に
よ
り
、
治
療
完

遂
率
の
低
下
や
入
院
期
間
の

延
長
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
低
下
が
生

ず
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
、

患
者
の
口
腔
衛
生
環
境
の
改

善
・
保
持
と
歯
科
的
管
理
の

重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

　
特
に
周
術
期
や
抗
が
ん
剤

化
学
療
法
、
放
射
線
治
療
、

造
血
幹
細
胞
移
植
等
に
お
け

る
感
染
症
予
防
、
口
腔
粘
膜

軽
減
策
と
し
て
の
口
腔
ケ
ア

と
口
腔
機
能
管
理
は
重
要
に

な
り
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
た
め
歯
科
衛
生
士
を

含
む
歯
科
医
療
従
事
者
は
、

が
ん
患
者
の
治
療
や
合
併

症
、
様
々
な
全
身
的
リ
ス
ク

に
関
す
る
知
識
と
口
腔
の
状

態
、
機
能
に
関
す
る
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
含
め
た
口
腔
機
能

管
理
・
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る

知
識
と
技
術
の
修
得
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
本
専
攻
科
は
、
実
践
的
な

臨
床
の
現
場
に
お
け
る
研
修

を
通
し
て
、
診
療
所
ま
た
は

急
性
期
病
院
に
お
い
て
、
多

職
種
と
連
携
し
て
、
が
ん
患

者
の
口
腔
機
能
管
理
・
口
腔

ケ
ア
を
担
う
、
専
門
的
知
識

と
技
能
を
具
備
し
た
歯
科
衛

生
士
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

中
原 

泉
理
事
長 

式
辞
（
要
旨
）

短
期
大
学
、
こ
の
三
つ
の
大

学
が
あ
る
。
私
立
歯
科
大

学
・
歯
学
部
十
七
校
の
中

で
、
歯
科
技
工
士
養
成
の
短

大
が
あ
る
の
は
本

学
一
校
の
み
だ
。

歯
科
衛
生
士
養
成

の
短
大
が
あ
る
の

は
本
学
以
外
に
三

校
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
東
京

と
新
潟
に
二
つ
の
生
命
歯
学

部
を
有
し
、
大
学
院
研
究
科

も
二
つ
あ
る
。

　
附
属
病
院
が
三
つ
あ
り
、

昨
年
九
月
に
は
診
療
所
が
一

つ
増
え
た
。
公
的
な
博
物
館

を
も
持
つ
。
専
任
の
教
職
員

が
総
数
で
千
名
、
学
生
の
総

数
が
一
千
九
百
名
で
あ
る
。

日
本
歯
科
大
学
が
世
界
最
大

と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
定

着
し
て
い
る
。
今
後
と
も
遠

慮
な
く
、
歯
科
大
学
と
し
て

は
世
界
最
大
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
現
在
、
飯
田
橋
の
西
口
駅

前
に
二
棟
大
き
な
建
物
が
建

設
さ
れ
て
い
る
。
再
開
発
が

行
わ
れ
て
お
り
、
マ
ン
シ
ョ

ン
棟
四
十
階
、
ビ
ジ
ネ
ス
棟

三
十
階
が
来
年
の
夏
に
は
竣

工
す
る
。
西
口
駅
前
の
環
境

は
一
変
す
る
。

　
と
こ
ろ
が
道
路
を
は
さ
ん

だ
反
対
側
、
附
属
病
院
が
あ

る
富
士
見
二
丁
目
三
番
街
区

の
エ
リ
ア
が
焦
り
は
じ
め
、

新
し
く
再
開
発
協
議
会
を
発

足
さ
せ
た
。

　
都
市
再
開
発
法
と
い
う
法

律
が
あ
る
。
そ
れ
に
申
請
し

て
通
る
と
、
今
ま
で
持
っ
て

い
た
土
地
建
物
に
相
応
す
る

床
面
積
を
、
再
開
発
で
新
し

く
建
て
た
ビ
ル
の
な
か
に
、

お
金
を
出
さ
ず
に

所
有
で
き
る
。
お

店
屋
さ
ん
た
ち

も
、
新
し
い
ビ
ル

の
中
で
や
り
た
い

と
い
う
気
持
が
強
く
な
っ
て

い
る
。
そ
の
エ
リ
ア
最
大
の

地
権
者
は
日
本
歯
科
大
学
な

の
で
、
私
ど
も
の
発
言
力
が

大
き
く
左
右
す
る
。

　
こ
の
再
開
発
協
議
会
は
一

年
ほ
ど
か
け
て
基
本
計
画
案

を
立
て
、
地
権
者
に
説
明
し

て
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と

だ
が
、
早
く
て
五
年
は
か
か

る
。
本
学
の
附
属
病
院
と
体

育
館
、
短
大
も
そ
の
中
に
あ

る
。
以
前
か
ら
駅
前
に
出
よ

う
、
そ
し
て
駅
前
の
角
地
に

出
よ
う
と
い
う
目
標
が
あ
る

の
で
、
日
本
歯
科
大
学
に

と
っ
て
も
大
変
な
こ
と
が
起

り
つ
つ
あ
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
は
全
く
白
紙
状
態
な
の

で
、
協
議
会
の
動
き
を
見
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

�

（
６
月
１
日
）

嚥
下
障
害
者
へ
の
食
事
評
価

や
介
助
な
ど
に
活
用
し
て
も

ら
う
た
め
に
企
画
し
た
。

　
会
場
の
小
金
井
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
五
月
は

「
高
齢
期
に
お
け
る
食
べ
る

こ
と
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の

理
解
」、
九
月
は
「
外
部
観

察
評
価
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
、 

菊
谷
武
多
摩
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
ら
が
講
演
し
た
。

佐
藤
教
授
は
在
職
45
年
余
…
、
感
慨
深
い
記
念
品
贈
呈


